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12月6日、西部児童館でおもちつき＆クリス

マス会が行われました。地域の子どもたちや保

護者をはじめ、地区協、福寿会の方々など300人

以上が参加し、ひとあし早くクリスマスとお正

月気分を味わって、楽しい一日を過ごしました。



当
日
は
、
遺
族
を
は
じ
め
関
係
者

２
７
０
名
の
出
席
が
あ
り
、
４
５
４

柱
の
御
霊
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

式
典
に
先
立
ち
菊
花
で
飾
ら
れ
た

祭
壇
に
森
内
重
代
さ
ん
（
徳
命
）、

栗
本
一
江
さ
ん
（
矢
上
）
に
よ
る
献

燈
を
し
、
石
川
町
長
、
白
川
潔
藍
園

遺
族
会
会
長
、
東
小
学
校
６
年
新
居

名
菜
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
献
花
を
行

い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
石
川
町
長
を
は
じ
め

来
賓
の
方
々
か
ら
追
悼
の
こ
と
ば
が

述
べ
ら
れ
、
東
小
学
校
６
年
齊
藤
史

さ
ん
か
ら
平
和
を
願
う
作
文
の
披
露

が
あ
り
、
最
後
に
、
宮
本
武
文
住
吉

遺
族
会
会
長
の
お
礼
の
言
葉
が
あ

り
、
厳
か
な
内
に
終
了
し
ま
し
た
。
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世
界
平
和
記
念
日
で
あ
る
、
１１
月

１１
日
に
合
同
庁
舎
４
階
町
民
シ
ア
タ

ー
に
お
い
て
、
戦
没
者
追
悼
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

恒
久
の
平
和
を
願
い戦

没
者
追
悼
式
を
挙
行

「
正
法
寺
川
を
考
え
る
会
」
に

環
境
県
民
会
議
表
彰

「
と
く
し
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
」

臨
時
議
会
を
開
催

統
計
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰

環
境
の
保
全
及
び
創
造
に
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
団
体
等
を
対
象
と
し

た
「
平
成
１５
年
度
と
く
し
ま
環
境
県

民
会
議
表
彰
」
の
伝
達
式
が
１０
月
２５

日
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
で
行
わ
れ
、

正
法
寺
川
の
清
掃
及
び
環
境
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
る
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
正
法
寺
川
を
考
え
る
会
」

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

正
法
寺
川
を
考
え
る
会
は
、
川
を

清
流
に
し
よ
う
と
平
成
９
年
３
月
に

発
足
し
ま
し
た
。
毎
月
の
清
掃
活
動

を
行
う
一
方
で
環
境
学
習
会
、
正
法

寺
川
の
川
岸
を
散
策
し
た
り
水
質
調

べ
等
の
催
し
の
あ
る
エ
コ
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
五
回
臨
時
議
会
が
、
１１
月
２７
日

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
議
案

４
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
専
決
処
分
の
報
告
に
対
す
る
承

認
（
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
伴
う
補

正
で
一
千
百
五
十
万
円
を
増
額
し
、

歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
を
八
十
八
億

八
千
四
百
五
十
万
円
と
す
る
も
の
）

◆
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
（
期
末
手
当
を
〇．

二
ヶ
月
減

額
す
る
も
の
）

◆
常
勤
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
（
期
末
手
当
を
〇．

二
ヶ
月
減
額
す
る
も
の
）

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
（
給
料
月
額
を
平
均
一．

一
％
減
額
・
扶
養
手
当
月
額
の
減
額

及
び
通
勤
手
当
の
改
定
・
期
末
手
当

を
〇．

二
五
ヶ
月
減
額
す
る
も
の
）

１０
月
２９
日
貉
、
と
く
し
ま
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
式
典
に

お
い
て
、
小
西
茂
之
さ
ん
が
徳
島
県

知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

小
西
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
本

町
親
子
会
連
合
会
指
導
者
と
し
て
、

青
少
年
健
全
育
成
に
積
極
的
に
関
わ

り
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

高
度
情
報
化
社
会
に
お
け
る
統
計

の
重
要
性
を
認
識
し
、
統
計
関
係
者

の
意
識
の
高
揚
と
県
民
の
統
計
に
対

す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
第
５２
回
徳
島
県
統
計

大
会
が
１１
月
２１
日
、
徳
島
県
立
２１
世

紀
館
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
、
瀬

尾
真
紀
子
さ
ん
（
勝
瑞
）
が
総
務
大

臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

瀬
尾
さ
ん
は
、
永
年
統
計
調
査
に

深
い
理
解
と
協
力
を
示
さ
れ
活
躍
さ

れ
て
お
り
、
平
成
１４
年
度
全
国
物
価

統
計
調
査
で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

お
こ
と
わ
り

１
月
１
日
発
行
の
広
報
特
別
号
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
中
止

し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
長
の
年
頭
の
あ
い

さ
つ
は
、
１
月
１５
日
号
で
掲
載
し
ま

す
。
ま
た
、
成
人
式
該
当
者
の
掲
載

は
紙
面
の
都
合
上
取
り
や
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
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１１
月
１９
日
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
、
西

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
と
し
た
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

と
く
に
、
西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
藍
の
栽
培
か
ら
刈
り
取
り
・
藍
染

め
ま
で
全
て
の
作
業
を
支
援
す
る
「
藍
の
風
」

や
、
そ
の
他
に
、
読
み
き
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
お

は
な
し
ぱ
れ
っ
と
」
・
長
期
休
暇
中
の
学
習
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
人
参
の
体
験
学
習
の
支

援
活
動
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
委
員
会
を
設
置

西小学校PTA
文部科学大臣表彰

今
日
の
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
住
民
ニ

ー
ズ
が
高
度
化
か
つ
多
様
化
し
、
行
政
施
策
の

目
標
を
見
極
め
づ

ら
く
な
っ
て
お

り
、
一
方
で
景
気

の
低
迷
等
に
よ
る

財
政
の
危
機
的
状

況
の
中
で
、
簡
素

で
効
率
的
な
行
財

政
運
営
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、

町
の
基
本
的
か
つ

総
合
的
な
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
や
戦
略
・

計
画
等
を
企
画
立

案
す
る
に
当
た
っ
て
、
広
く
町
民
の
意
見
を
求

め
、
そ
れ
を
反
映
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
住
民
と

協
働
し
て
進
め
る
た
め
、「
藍
住
町
町
民
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

１２
名
の
委
員
が
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
第
１

回
町
民
委
員
会
が
１１
月
１１
日
午
後
７
時
か
ら
議

会
委
員
会
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま

ず
会
議
に
お
い
て
、
委
員
長
に
高
橋
文
弘
氏

（
東
中
富
）
を
副
委
員
長
に
橋
本
貞
夫
氏
（
徳

命
）
を
選
任
し
ま
し
た
。
次
に
、
審
議
事
項
と

し
て
町
長
か
ら
、「
藍
住
町
行
財
政
改
革
大
綱
」

素
案
及
び
「
実
施
計
画
」
素
案
が
示
さ
れ
、
概

要
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
素
案
に

対
す
る
審
議
が
進
め
ら
れ
、
町
民
委
員
会
と
し

て
の
意
見
等
が
答
申
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

＊
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
う
け
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の
方
（
請
求
を
行
う
こ
と

な
く
亡
く
な
ら
れ
た
恩
給
欠
格
者
の
ご
遺
族
の
方
）

＊
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
（
蕁
０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３
）
ま
で

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
次
の
方
に
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
賞
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

◎
社
会
保
険
職
員
を
装
っ
た
不
審
者

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！！

最
近
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
を
装
い
、

ご
家
族
の
勤
務
先
の
名
称
、
所
在
地
、
電
話

番
号
な
ど
を
聞
き
出
す
と
い
っ
た
、
個
人
情

報
の
収
集
が
全
国
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
電
話
に
よ
り
個

人
情
報
を
聞
き
出
す
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
不
審
な
照
会
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は

お
答
え
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
願
い

ま
す
。

ま
た
、
実
在
す
る
協
会
名
を
騙
っ
て
、
年

金
受
給
者
に
不
審
文
書
を
送
り
つ
け
る
と
い

っ
た
事
例
も
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
不
審
な
電
話
や
文
書
を
受
け
取
っ

た
時
は
、
直
ち
に
徳
島
社
会
保
険
事
務
局

（
蕁
６
３
４
・
１
１
７
０
）
ま
た
は
徳
島
北

社
会
保
険
事
務
所
（
蕁
６
５
２
・
２
８
０
０
）

ま
で
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

年
金
は
、
老
後
や
も
し
も
の
と
き
に
大
き

な
安
心
と
し
て
支
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
保
険
料
の
納
付
期
間
が
足
り
な

い
と
、
将
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
、
障
害

に
よ
る
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
困

ら
な
い
よ
う
に
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め

ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

（
蕁
豎
６
５
２
・
２
８
０
０
）

藍
住
町
役
場
　
住
民
課
国
民
年
金
係

（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
２
）
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１１
月
７
日
、
高
松
市
で
平
成
１５
年

度
納
税
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
江
口
正
氏
（
藍
住
町
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
会
長
）
が
高
松
国
税
局

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
１１
月
２０
日
、
徳
島
県
庁
に

お
い
て
平
成
１５
年
度
納
税
功
労
者
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
、
竹
田
正
一
氏

（
藍
住
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
副

会
長
）
が
徳
島
県
知
事
表
彰
を
、
齊

藤
勝
氏
（
藍
住
町
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
副
会
長
）
が
徳
島
県
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
会
長
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
ご
尽
力

に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

納
税
功
労
者
表
彰

社
団
法
人
徳
島
県
法
人
会
連
合

会
、
鳴
門
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
、
鳴
板
租
税
教
育
推
進
協

議
会
の
主
催
に
よ
り
税
に
関
す
る
作

文
及
び
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し

た
。多

数
の
応
募
者
の
中
か
ら
入
賞
さ

れ
た
、
本
町
関
係
者
の
方
々
を
紹
介

し
ま
す
。

小
学
生
作
文
の
部

入
選
　
麻
植
久
　
子
（
西
小
５
年
）

入
選
　
丸
西
真
奈
美
（
西
小
６
年
）

入
選
　
元
木
　
美
緒
（
北
小
６
年
）

佳
作
　
桑
村
の
ぞ
実
（
西
小
６
年
）

佳
作
　
木
内
友
里
奈
（
南
小
６
年
）

佳
作
　
住
友
　
香
苗
（
北
小
６
年
）

佳
作
　
西
村
　
和
也
（
北
小
５
年
）

佳
作
　
齊
藤
　
　
史
（
東
小
６
年
）

佳
作
　
志
田
　
勇
気
（
東
小
６
年
）

佳
作
　
藤
本
　
香
那
（
東
小
６
年
）

中
学
生
作
文
の
部

特
選
　
新
田
　
光
哲
（
藍
中
３
年
）

入
選
　
近
藤
　
公
美
（
藍
中
３
年
）

入
選
　
松
崎
　
那
奈
（
東
中
３
年
）

小
学
生
ポ
ス
タ
ー
の
部

佳
作
　
仁
木
　
　
希
（
東
小
６
年
）

佳
作
　
近
藤
　
美
良
（
西
小
５
年
）

税
に
関
す
る
作
品

入
賞
者
の
紹
介

齊藤　勝氏 江口　正氏竹田正一氏

私
達
の
、
学
校
に
は
、
プ
ー
ル
が

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
町
の
プ
ー

ル
を
、
使
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、

古
く
な
っ
て
、
使
え
な
く
な
り
、
泳

ぐ
事
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
い
つ
も
「
早
く
な
お
し
て
、

く
れ
た
ら
良
い
の
に
」
と
、
学
校
の

行
き
帰
り
に
プ
ー
ル
の
、
近
く
を
通

る
た
び
に
、
友
達
と
話
し
て
い
ま
し

た
。父

に
、
学
校
の
事
を
話
し
て
い
る

時
に
、
プ
ー
ル
の
事
を
、
聞
い
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
父
は
「
ど
こ
も
景

気
が
悪
く
て
、
町
も
税
収
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
か
ら
、
プ
ー
ル
を
な
お

す
の
も
、
新
し
く
作
る
の
も
大
変
だ

ろ
う
」
と
、
言
い
な
が
ら
、
会
社
の

工
場
の
事
を
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
、
製
品
を
生
産
す
る
工
場
で
は
、

原
料
代
は
高
く
な
る
い
っ
ぽ
う
な
の

に
、
作
っ
た
製
品
が
売
れ
な
い
か
ら
、

出
荷
す
る
製
品
の
値
段
が
下
が
り
、

利
益
が
少
な
く
な
っ
て
い
て
「
作
る

ほ
ど
損
を
す
る
」
と
、
言
っ
た
現
象

が
、
起
き
て
い
て
、
利
益
を
出
す
た

め
製
品
を
作
る
工
程
の
、
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
、
た
い
へ
ん
力
を
入
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
働
い
て
い
る
人
の
給

料
も
、
上
が
ら
な
か
っ
た
り
、
利
益

の
少
な
い
所
は
、
給
料
が
下
が
っ
た

り
、
ボ
ー
ナ
ス
が
出
な
い
所
も
あ
っ

て
、
と
て
も
厳
し
い
そ
う
で
す
。

会
社
の
利
益
や
給
料
が
、
少
な
く

な
る
と
、
そ
れ
に
か
か
る
税
も
少
な

く
な
り
、
町
の
税
収
は
少
な
く
な
る
、

だ
か
ら
公
共
施
設
の
、
修
理
や
建
設

の
、
予
算
が
立
て
ら
れ
な
く
な
り
、

こ
の
事
が
、
ま
す
ま
す
景
気
を
悪
く

す
る
、
悪
循
環
に
、
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
私
達
だ
っ

て
、
今
は
、
自
分
の
思
う
よ
う
に
、

こ
づ
か
い
が
、
も
ら
え
な
い
の
で
、

必
要
な
物
以
外
の
、
買
い
物
は
、
し

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
達

が
、
消
費
税
と
し
て
、
払
っ
て
い
る

税
も
、
自
然
に
少
な
く
な
っ
て
い
る

と
、
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ど
う
し
た
ら
、
景
気
が

良
く
な
り
、
税
収
が
増
え
る
か
、
学

校
で
習
っ
た
税
の
勉
強
を
、
も
と
に

し
て
、
少
し
考
え
て
み
ま
し
た
。

景
気
が
良
く
な
る
に
は
、
物
の
流

通
が
盛
ん
に
な
り
、
作
っ
た
製
品
が
、

た
く
さ
ん
売
れ
る
こ
と
が
、
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
今
の
日
本
は
、
景
気

が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
、
物
が
売
れ
る
か
と
い
う
と
、
な

か
な
か
む
ず
か
し
い
と
、
思
い
ま
す
。

日
本
は
、
技
術
の
国
な
の
だ
か
ら
、

外
国
に
な
く
て
、
輸
出
コ
ス
ト
の
少

な
い
、
小
さ
な
電
子
部
品
と
か
、
ど

こ
の
国
に
も
負
け
な
い
、
良
い
技
術

製
品
を
、
た
く
さ
ん
作
り
、
輸
出
す

る
の
が
、
景
気
を
良
く
す
る
の
に
は
、

一
番
良
い
方
法
だ
と
、
思
い
ま
す
。

輸
出
が
盛
ん
に
な
る
と
、
会
社
も

利
益
が
上
が
り
、
働
い
て
い
る
人
の
、

給
料
も
上
が
り
、
国
や
地
方
自
治
体

の
、
税
収
も
増
え
る
か
ら
、
公
共
施

設
が
整
い
、
私
達
の
生
活
も
、
安
定

す
る
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
、
早
く
景
気
が
良
く
な
っ

て
、
税
収
が
増
え
、
必
要
な
物
に
、

必
要
な
だ
け
、
予
算
が
付
く
よ
う
な

時
が
、
早
く
来
る
と
、
良
い
と
思
い

ま
す
。

プ
ー
ル
の
事
で
、
私
は
税
の
大
切

さ
を
知
り
、
税
が
私
達
の
、
身
近
な

物
だ
と
い
う
事
を
、
学
ぶ
事
が
出
来

ま
し
た
。

鳴
門
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

特
選
『
私
達
が
税
を
考
え
る
時
』

藍
住
中
学
校
３
年

新
田
光
哲
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公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に

「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
従
来
の
不
在
者
投
票
の
よ

う
に
、
投
票
用
紙
を
封
筒
に
入
れ
て
、
そ
れ
に

署
名
す
る
と
い
っ
た
手
続
が
不
要
と
な
り
、
投

票
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
投
票

従
来
の
不
在
者
投
票
の
う
ち
、
名
簿
登
録
地

の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
行
う
投
票
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
、
郵

便
な
ど
に
お
け
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
は
従

来
ど
お
り
で
す
。

●
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者

選
挙
期
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、

冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が
あ
る
な
ど
一
定
の
事
由

（
現
行
の
不
在
者
投
票
事
由
）
に
該
当
す
る
と

見
込
ま
れ
る
者
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
投
票
の

際
に
は
、
現
行
の
不
在
者
投
票
と
同
じ
く
、
宣

誓
書
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
一
定
の
事
由
（
現
行

の
不
在
者
投
票
事
由
と
同
じ
）
の
中
か
ら
、
自

分
が
該
当
す
る
も
の
を
選
択
し
宣
誓
書
を
提
出

し
ま
す
。

●
投
票
期
間

選
挙
期
日
の
公
示
日
又
は
告
示
日
の
翌
日
か

ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で

（
不
在
者
投
票
も
こ
の
期
間
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
を
！！
）

（
※
平
成
１６
年
２
月
１５
日
執
行
予
定
の
藍
住

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
場
合
は
、
平
成
１６

年
２
月
１１
日
か
ら
平
成
１６
年
２
月
１４
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。）

●
投
票
時
間

従
来
の
不
在
者
投
票
と
同
じ
く
、
午
前
８
時

３０
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

●
投
票
場
所

町
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
す
る
「
期
日
前

投
票
所
」
で
行
い
ま
す
。

（
事
前
に
告
示
を
行
い
ま
す
。）

※
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
蕁

６
３
７
・
３
１
２
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

板
野
警
察
署
主
催
に
よ
る

秋
の
全
国
地
域
安
全
活
動
が
、

１０
月
１１
日
、
勝
瑞
駅
周
辺
で

藍
住
町
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会
で

は
、
毎
年
２
月
と
８
月
に
協
議
会
を
開
催
し
農

用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請
（
青
地
か
ら
白
地
）

を
審
議
し
て
き
ま
し
た
が
、
農
業
を
め
ぐ
る
情

勢
の
変
化
に
対
処
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
５
年

に
一
度
で
あ
っ
た
編
入
申
請
（
白
地
か
ら
青
地
）

を
次
回
よ
り
毎
回
除
外
申
請
と
と
も
に
審
議
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
除
外
・
編
入
と
も
に
１
月
末

日
あ
る
い
は
、
７
月
末
日
ま
で
に
役
場
産
業
商

工
課
（
蕁
６
３
７
・
３
１
２
０
）
ま
で
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

行
わ
れ
、
藍
住
町
防
犯
推
進
委
員
協
議
会
な
ど
、

各
種
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

駅
前
駐
輪
場
内
に
、
自
転
車
盗
難
注
意
を
呼

び
か
け
る
看
板
を
設
置
し
、
駐
輪
さ
れ
て
い
る

自
転
車
に
、
施
錠
や
防
犯
登
録
、
路
上
放
置
の

防
止
を
促
す
カ
ー
ド
を
取
り
付
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
駅
前
を
通
り
か
か
る
人
た
ち
に
、
自
転

車
の
鍵
な
ど
の
防
犯
啓
発
用
品
を
手
渡
し
、
防

犯
意
識
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
家
を
空

け
る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
こ
の
時
期
を
狙
っ

て
空
巣
等
の
犯
罪
も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
外

出
時
に
は
必
ず
施
錠
の
確
認
を
す
る
な
ど
、
防

犯
対
策
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

任
期
満
了
に
伴
う
藍
住
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
平
成
１６
年
２
月
１５
日
豸
に
行
う
こ
と
と
な
り
、

こ
の
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
関
係
者
の
方
は
御
出
席
く
だ

さ
い
。

日
　
時

平
成
１６
年
１
月
１５
日
貅

午
前
１０
時
か
ら

場
　
所

藍
住
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
（
町
立
図
書
館
２
Ｆ
）

お
問
い
合
わ
せ

藍
住
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
蕁
６
３
７
・
３
１
２
６
）

期
日
前
投
票
制
度
に
つ
い
て

「自転車の盗難にご注意を」
秋の地域安全活動を実施

藍
住
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会
に
つ
い
て

藍
住
町
農
業
振
興
地
域

整
備
促
進
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

役場合同庁舎のキャッシュコーナーが廃止になります
現在ご利用いただいております、合同庁舎内のキャッ

シュコーナーが、12月26日をもって廃止されることに
なりました。
ご利用の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご協力

をお願いします。

広報あいずみは、新聞折り込み・郵送でお届けしてい
ます。
もし、ご近所で未届けのお宅がありましたら役場企画

調整課（蕁637・3124）までお知らせください。



循環型社会循環型社会を目指して 家電リサイクル法 にご協力協力ください！ 循環型社会循環型社会を目指して 家電リサイクル法 にご協力協力ください！ 循環型社会を目指して 家電リサイクル法 にご協力ください！ 
家電リサイクル法とは 

【対象機器・リサイクル料金】 リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ 

家電リサイクル券を受け取りましょう 

家庭の使用済みパソコンの回収リサイクルについて 

　家電リサイクル法は、家庭や事業所で不要になった家電製品を小売店等が収集し、製造した家電メーカー
が有用な部品や材料を回収・リサイクルすることにより資源の有効活用を図ろうという法律です。 

　家電リサイクル券は、各廃家電
の流れを把握・管理し、メーカー
のリサイクルを確実にするため
のものです。 

※リサイクル料金はメーカーによって異なる場合があります。
この他、消費税、収集、運搬費用が必要です。 

●小売店が準備している家電リサイクル券（5枚複写）に、氏名、電話番号等
を記入します。 
●家電リサイクル券「排出者控」を小売店から受け取ります。廃棄する家電
製品にも同じ家電リサイクル券「現品貼付用」が貼られ、その後の処理を
管理します。 
●引き渡した家電製品がきちんとリサイクルされているかを確認しましょう。
家電リサイクル券センターのホームページ（http://www.rkc.aeha.or.jp/）
内にある「排出者向け引取確認」のサイトでは、廃家電のリサイクルの状況
が分かります。（引き渡しを行った小売店でも確認できます。） 

消費者 
●適正な引き渡し 
●リサイクル料金、収集・運搬費用
（小売店が設定）の支払い 

家電小売店 
●過去に販売したり、買い替えの
際に引き取りを求められた対象
機器の引き取り 

家電メーカー 
●製造・輸入した対象機器の引き
取り 
●リサイクル 

　廃家電の引渡・リサイクル
料金を支払ったときには、小
売店から、必ず家電リサイク
ル券を受け取ってください。 

※買い替えでなかったり、購入した小売店が不明の場合は郵便局でリサイクル料金を支払い、市町村等で引き取ってもらいます。 

※西クリーンステーションにおいては、使用済みパソコンができる限り 
　回収・再資源化のルートに乗るように、受け入れはいたしません。 

家電リサイクル券「排出者控」の受け取り 家電リサイクル券の発行・保管 家電リサイクル券の写し保管 

●冷蔵庫 
　4,600円 

●洗濯機 
　2,400円 

●エアコン 
　3,500円 

●テレビ 
  （ブラウン管式） 
　2,700円 

　使用済みパソコンの再資源化により、
廃棄物の削減と資源の有効利用を促進
するもので、「資源有効利用促進法」に
基づいて10月1日より行われています。 
　家庭で不要になったパソコンは、メー
カーが回収しリサイクルを行うことにな
ります。 

リサイクル対象機器 

●デスクトップ型パソコン 
  （本体・ディスプレイ） 
●ノート型パソコン 

リサイクル料金 

（主なメーカーが公表している料金） ●各3,000円／台（税別）＝デスクトップ型パソコンの本体、ノ
ート型パソコン、液晶ディスプレイ、液晶ディスプレイ一体型パソコン ●各4,000
円／台（税別）＝ブラウン管ディスプレイ・ブラウン管ディスプレイ一体型パソコン
※本年10月1日以降に販売されるパソコンには、「PCリサイクルマーク」が貼付
されています。マークが貼付されているパソコンは無償でメーカーに回収されま
すが、マークが貼付されていないパソコン（本年10月までに販売されたもの）は、
回収時にリサイクル料金が必要です。詳細は、http://www.pc3r,jp
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シリーズ熈

下水道の話澡

式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
別
の
管
を
使
い
汚
水
は

処
理
場
ま
で
運
び
ま
す
が
、
雨
水
は
道
路
側

溝
を
流
れ
、
途
中
の
川
な
ど
に
直
接
放
流
さ

れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
藍
住
町
で

は
、
分
流
式
の
下
水
道
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

○
ポ
ン
プ
場

管
渠
は
、
こ
う
配
を
利
用
し
て
下
水
を
運

ぶ
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
管
渠
を
埋

め
る
場
所
が
地
面
か
ら
あ
ま
り
深
く
な
り
す

ぎ
る
と
、
清
掃
な
ど
が
や
り
に
く
く
な
り
ま

す
。そ

こ
で
、
中
継
ポ
ン
プ
場
を
設
け
て
下
水

を
く
み
上
げ
、
水
位
を
高
く
し
て
再
び
こ
う

配
に
よ
っ
て
下
水
を
流
す
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。ポ

ン
プ
場
は
、
台
風
や
大
雨
の
時
に
大
量

の
水
を
く
み
上
げ
て
川
な
ど
に
放
流
し
、
道

路
や
家
屋
が
水
に
つ
か
る
の
を
防
ぐ
役
割
も

持
っ
て
い
ま
す
。

○
終
末
処
理
場

管
渠
の
中
を
流
れ
て
き
た
汚
水
を
生
物
学

的
に
処
理
し
、
き
れ
い
に
な
っ
た
水
を
川
に

放
流
す
る
た
め
の
施
設
で
、
下
水
道
施
設
の

心
臓
部
と
も
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
汚
水
は
、
処
理
施
設
で

新
し
い
生
命
を
吹
き
込
ま
れ
自
然
に
戻
っ
て

い
く
の
で
す
。

今
後
も
、
下
水
道
事
業
の
推
進
の
た
め
に
、

町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
（
蕁
６
３
７
・
３
１
２
３
）

今
回
は
、
下
水
道
の
し
く
み
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
下
水
道
の
し
く
み

私
た
ち
が
家
庭
で
使
っ
た
後
の
汚
水
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
き
れ
い
な
水
に
な
っ
て
、

川
に
戻
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

下
水
道
の
施
設
は
大
き
く
分
け
る
と
、
下

水
管
渠
・
ポ
ン
プ
場
・
終
末
処
理
場
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
下
水
管
渠

家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
排
水
施
設
か
ら
汚
水
ま
す

に
流
れ
込
み
、
そ
れ
か
ら
下
水
管
渠
（
以
下

管
渠
）
に
よ
っ
て
処
理
場
へ
流
れ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
管
渠
に
は
、
清
掃
や
検
査
を
す
る

た
め
の
マ
ン
ホ
ー
ル
が
所
々
に
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

下
水
道
に
は
、
合
流
式
と
分
流
式
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。
合
流
式
は
、
汚
水
と
雨
水

を
同
じ
管
で
処
理
場
ま
で
運
び
ま
す
。
分
流



初
ど
り
の
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
出
荷
終
え
家
路
を
急
ぐ
時
雨
れ
る
夕
べ

岡
田
　
博
子

極
月
の
夕
べ
匂
え
る
柊
の
奧
の
か
が
よ
ひ
愛
し
き
ま
で

木
元
　
由
美

電
子
メ
ー
ル
の
電
波
と
び
交
う
冬
の
夜
を
辞
書
ひ
き
な
が
ら
わ
れ
は
ふ
み
書
く山

本
　
藍
香

暮
れ
な
ず
む
川
辺
近
く
に
見
る
た
き
火
原
始
に
帰
る
暖
か
き
色

四
宮
　
千
代

コ
ン
ビ
ニ
は
コ
ピ
ー
な
す
所
わ
が
生
活
片
方
に
よ
り
て
静
か
に
番
待
つ

青
木
み
ど
り

在
り
し
日
の
や
さ
し
き
夫
に
誘
わ
れ
て
行
き
し
海
辺
の
景
色
侘
し
き

三
原
　
光
代

わ
が
子
の
手
払
い
て
紅
の
ゴ
ム
風
船
青
空
深
く
消
え
て
ゆ
き
た
り

大
塚
　
　
容

母
の
背
の
松
の
家
紋
を
み
て
を
れ
ば
じ
っ
と
し
て
い
る
母
こ
そ
が
松

水
野
　
　
綾
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腓

私
は
、
現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
等
に
不
満
が

あ
り
介
護
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
変
更

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
手
続

き
を
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
か
？

ま
た
、
計
画
通
り
サ
ー
ビ
ス
支
給
の
な

い
場
合
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
か
？

胙

実
際
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
始
め
た
が
、

不
都
合
が
あ
り
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
・
内
容

や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
変
更
し
た
い
場
合

は
介
護
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
り
直

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
介
護
計
画
を

作
っ
て
く
れ
た
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
計
画
だ
け
で
な
く
、
介
護
支
援
専
門

藍住町では、生活排水による公共用水域の水質汚濁を防

止するため、合併処理浄化槽の設置に対して補助金を交付

しています。

補助金の対象となる方（①・②の条件を満たす方）

①専用住宅または、床面積の１／２以上が住居用である建

物に浄化槽を設置

②処理対象人員が１０人槽以下の小型合併処理浄化槽を設置

※公共下水道の事業認可により、認可を受けた区域は、当

事業の対象外となりますので、ご注意ください。

この補助金制度をご利用される方は、必ず浄化槽の工事

施工前に補助金の申請をお願いします。

浄化槽は、日頃の維持管理がたいへん重要です。

必ず、定期的な保守点検と年１回の水質検査を実施しま

しょう。

浄化槽事業についてのお問い合わせ

下水道課（蕁６３７・３１２３）

徳島県では、県内で働くすべての労働者に適用さ

れる「徳島県最低賃金」と特定の産業に従事する労

働者に適用される「産業別最低賃金」があり、それ

ぞれの改正額についてお知らせします。

また、「産業別最低賃金」は平成１５年度から日額

が廃止され、時間額のみとなりました。

※お問い合わせは、徳島労働局労働基準部賃金室

（蕁６５２・９１６５）または最寄りの労働基準監督署

まで。

藍住町合併処理浄化槽
設置整備事業補助金について

補
助
金
額 

人槽区分 

５人槽 

６～７人槽 

８～１０人槽 

補助金区分 

３５４ ,０００円  

４１１ ,０００円  

５１９ ,０００円 

最低賃金改正のお知らせ

徳島県最低賃金 611 平成14年10月1日 

時間額 効力発生日 

紡績、織物業 652 平成15年12月21日 

一般機械器具製造業 760 平成15年12月21日 

造作材・合板・建築用
組立材料製造業 

748 平成15年12月21日 

電気機械器具、情報通
信機械器具、電子部品・
デバイス製造業 

 
711 

 
平成15年12月21日 

介
護
保
険
腓
＆
胙

介
護
保
険
腓
＆
胙

員
を
替
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
て
計

画
通
り
サ
ー
ビ
ス
支
給
が
な
く
、
事
業
所

に
話
を
し
て
も
充
分
な
対
応
が
さ
れ
な
い

場
合
に
は
、「
県
国
保
連
合
会
」
の
中
に
あ

る
苦
情
処
理
機
関
に
苦
情
を
訴
え
、
改
善

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
計
画
や
介
護
支
援
専
門
員
の
変
更

及
び
苦
情
に
関
す
る
相
談
や
書
類
等
に
つ

い
て
は
、
役
場
保
健
衛
生
課
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

〜
あ
な
た
に
あ
っ
た

介
護
計
画
を
〜

介
護
保
険
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

保
健
衛
生
課
（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
５
）
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藍住町における容積率や建ぺい率などの建築物の形態に関す

る規制基準は、現在、全国の多くの地域で同じ内容となってい

ます。しかし、平成１２年の建築基準法改正により、地域の特性

やこれからのまちづくりの方向性に応じ県が規制基準の内容を

選択して定めることになりました。

平成１６年５月頃に行われる指定に向けて、県で基準値の見直

しが行われていますが、本町における基準値は、次のように予

定されておりますのでお知らせします。

お問い合わせ 藍 住 町 建 設 課（蕁６３７・３１２２）

県建築開発指導課（蕁６２１・２５９５）

○容積率制限

建物の規模が道路等の公共施設の能力に応じたも

のとなるよう、建物の延べ面積を制限します。

○建ぺい率制限

衛生や防災上の安全性が確保できるよう、敷地内

の空地部分を確保するための制限です。

○道路斜線制限

建物と反対側の道路境界までの距離に応じて建物

の高さを制限します。

○隣地斜線制限

周囲の採光や通風などを確保するため、一定の高

さを超えた部分について建物と隣地境界までの距離

に応じて建物の高さを制限します。

○日影規制

日照の確保のため、建物により作られる日影時間

を制限します。

現 行  

容積率 

改正案 

４０／１０ 

２０／１０ 

道路斜線 

１.５ 

変更なし 

隣地斜線 

２.５ 

変更なし 

日影規制 

地域外 

変更なし 

建ぺい率 

７／１０ 

６／１０ 

藍住町における建築規制基準の見直しについて

本町では、重度心身障害者や母子家庭等を対象として、毎

年１２月に７千円の福祉手当を支給しています。

昨年の受給者で、本年も受給要件に該当する方には、個人

宛に申請書を送付しますが、これまでに受給されていない方

で次の要件に該当する場合は、早めに申請をしてください。

（申請書は福祉課窓口にあります。）

受給要件

蘆身体障害者手帳１・２級の交付を受けている方

蘆療育手帳の交付を受けている保護者の方

蘆１８歳未満の子どもを養育する母子家庭等の方

蘆１８歳未満の交通遺児

蘆疾病等により、おおむね１年以上寝たきりの６５歳以上の

方を常に介護している家族の方

（ただし、基準日は１２月１日とします。）

支給日 １２月２４日貉 午前８時３０分～午後５時

町合同庁舎１階（住民相談室）

＊当日お越しいただけない方は出来るだけ早く福祉課へ受け

取りに来てください。

＊なお、来庁が困難な方は、お近くの民生委員ご相談くだ

さい。

お問い合わせ 福祉課（蕁６３７・３１１４）

経済産業省では、平成１５年工業統計調査を１２月

３１日現在で実施します。

工業統計調査は、製造業を営むすべての事業所を

対象として、その活動実態を明らかにすることを目

的として調査します。

調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要

な基礎資料として利用されるとともに、企業、大学

などでの研究資料、小・中・高等学校の教材など、

広く利用されているところです。

調査の実施に当たっては、本年１２月から来年１

月にかけて調査員がお伺いします。

皆様からご提出していただく調査票については、

統計法に基づき調査内容の秘密は厳守されますので、

正確なご記入をお願いします。

お問い合わせ 企画調整課（蕁６３７・３１２４）

福祉手当の手続きをお忘れなく!! 製造事業所の皆様へ
－統計調査にご協力ください－
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藍
住
東
中
学
校
で
は
、
３
年
前
か
ら
人
権
劇

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
文
化
祭
で
人
権
劇

を
し
よ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
、
全
校
生
徒

の
中
か
ら
２０
名
の
有
志
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
演
劇
経
験
の

な
い
人
ば
か
り
で
し
た
が
、
小
説
「
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
イ
」
を
も
と
に
、
熱
心
に
練
習
を
重

ね
、
見
事
に
文
化
祭
当
日
の
舞
台
を
成
功
さ
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
校
演
劇

交
流
会
で
も
上
演
し
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

人
権
劇
に
取
り
組
む
生
徒
た
ち
の
思
い
は
後
輩

へ
と
受
け
継
が
れ
、
一
昨
年
か
ら
は
生
徒
が
自

作
し
た
脚
本
で
演
劇
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
青
空
」
２
０
０
１
年
度

転
校
生
と
の
会
話
の
中
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
違

い
か
ら
お
こ
る
違
和
感
、
ふ
と
し
た
こ
と
ば
の

す
れ
違
い
か
ら
不
信
感
が
生
ま
れ
、
無
視
が
始

ま
り
ま
す
。
そ
れ
が
い
じ
め
へ
と
発
展
す
る
中

で
主
人
公
は
そ
の
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら

も
そ
の
お
ろ
か
さ
に
気
づ
き
、
み
ん
な
で
考
え
、

解
決
し
て
い
き
ま
す
。

「
ラ
ン
ナ
ー
」
２
０
０
２
年
度

交
通
事
故
で
走
る
こ
と
を
う
ば
わ
れ
、
目
標

を
失
っ
た
陸
上
部
の
エ
ー
ス
。
友
だ
ち
の
励
ま

し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
一
人
の
車
い

す
の
青
年
（
隼
一
）
が
現
れ
ま
す
。
彼

も
ま
た
病
気
の
た
め
に
夢
を
絶
た
れ
た

青
年
で
し
た
。
彼
は
自
分
に
は
死
が
目

前
に
迫
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
じ
境
遇
の
主
人
公
を
放
っ
て
お
け

ず
、
立
ち
直
ら
せ
る
た
め
に
絵
を
描
く

こ
と
を
す
す
め
ま
す
。
隼
一
の
命
を
か

け
た
思
い
を
受
け
、
主
人
公
（
駿
）
は

新
た
な
道
、
絵
の
世
界
で
ま
た
、
走
り

始
め
る
の
で
す
。

に
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
生
活
と
ダ
ブ
ら

せ
て
演
劇
を
見
て
い
る
生
徒
た
ち
家
庭
や
、
学

級
の
中
で
し
ん
ど
い
思
い
を
し
て
い
る
人
が
い

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
、

周
囲
に
気
を
配
り
始
め
る
生
徒
た
ち
も
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
年
度
人
権
劇
に
取
り
組
ん
で
く

れ
た
生
徒
た
ち
の
意
見
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
こ
の
劇
を
通
し
て
私
は
今
の
社
会
に
こ
そ

『
駿
』
の
よ
う
な
人
が
も
っ
と
も
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。」

「
人
権
劇
を
し
て
い
た
ら
私
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
台
詞
が
多
く
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か

っ
た
で
す
。」

「
人
権
劇
を
通
し
て
私
は
人
権
に
つ
い
て
改
め

て
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
中
学
生
最
後
の
年

に
楽
し
く
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。」

「
な
か
な
か
役
に
な
り
き
れ
な
か
っ
た
け
ど
み

ん
な
で
協
力
し
て
本
番
が
成
功
し
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。」

「
僕
は
隼
一
を
演
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
命
の
尊

さ
、
人
の
優
し
さ
、
勇
気
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。」

藍
住
東
中
学
校
　
教
諭
　
阿
部
　
哲
也

「
ラ
ン
ナ
ー
２
」
２
０
０
３
年
度

「
ラ
ン
ナ
ー
」
の
続
編
。
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け

て
い
る
主
人
公
（
駿
）
の
前
に
一
人
の
少
女
が

現
れ
ま
す
。
そ
の
少
女
は
い
じ
め
を
受
け
、
生

き
る
意
味
を
見
い
だ
せ
ず
、
自
殺
未
遂
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。
主
治
医
や
母
親
の
願
い
を
受

け
、
何
と
か
し
よ
う
と
試
み
ま
す
が
、
二
人
の

心
は
す
れ
違
い
、
さ
ら
に
傷
つ
い
て
い
き
ま
す
。

駿
は
自
分
の
心
に
問
い
か
け
ま
す
。「
か
っ

こ
つ
け
す
ぎ
て
か
え
っ
て
少
女
の
心
を
傷
つ
け

て
し
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」
駿
は
少
女
に

語
り
か
け
ま
す
。
命
を
か
け
て
自
分
を
救
っ
て

く
れ
た
青
年
の
こ
と
。
リ
ハ
ビ
リ
中
に
出
会
っ

た
思
い
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
限
り
な
い
優
し
さ
。
ど
ん
な
命
に
も
生
き
る

意
味
は
あ
る
。
し
ん
ど
い
思
い
、
つ
ら
い
思
い

を
し
て
い
る
人
だ
か
ら
こ
そ
本
当
の
優
し
さ
が

わ
か
る
生
き
方
が
出
来
る
こ
と
。
そ
の
思
い
を

受
け
、
少
女
も
ま
た
生
き
る
希
望
を
取
り
戻
し
、

走
り
始
め
て
い
き
ま
す
。

人
権
劇
に
取
り
組
む
中
で
、
こ
の
作
品
の
テ

ー
マ
は
何
か
、
自
分
た
ち
の
つ
く
る
劇
で
見
る

人
に
何
を
伝
え
た
い
か
、
生
徒
た
ち
は
、
そ
ん

な
話
し
合
い
を
も
ち
な
が
ら
、
練
習
を
く
り
返

し
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
し
か
真
剣
に
人
権
劇

を
と
ら
え
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
問
題
を
題
材

藍住町のスローガン 

い
じ
め
る
な
　
自
分
も
人
も
　
大
切
だ

４
年
　
栗
本
　
　
淳

差
別
し
て
　
楽
し
い
こ
と
が
　
あ
る
も
ん
か

４
年
　
渡
部
　
侑
子

大
切
な
も
の
　
そ
れ
は
人
権
　
さ
あ
守
ろ
う

４
年
　
田
渕
　
弘
之

差
別
は
　
や
め
よ
う
　
み
ん
な
で
　
な
く
そ
う

４
年
　
岸
渕
　
竜
輝

助
け
合
う
　
や
さ
し
い
心
を
　
わ
す
れ
な
い

４
年
　
後
藤
み
な
み

作
ろ
う
よ
　
み
ん
な
が
楽
し
い
　
町
づ
く
り

４
年
　
馬
代
　
晃
宏

人権標語
藍住東小学校生徒作品
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家
庭
・
地
域
・
職
場
な
ど
女
性
の
悩
み
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日

１
月
１４
日
貉
、
２
月
１８
日
貉
、

３
月
１０
日
貉

時
　
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
　
所

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

（
蕁
６
９
２
・
６
２
６
６
）

※
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
は
、
働
く
女
性
や
勤
労

家
庭
の
女
性
を
支
援
す
る
た
め
の
施
設
で

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
登
録
申
込

市
販
の
履
歴
書
を
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
保
育
士
・
教
諭
・
看
護
師
に
つ
い
て
は
、

資
格
証
等
の
写
し
を
添
付
の
こ
と

◎
申
込
期
間

１２
月
１９
日
貊
ま
で

◎
採
用
方
法

書
類
選
考
お
よ
び
面
接

（
採
用
す
る
場
合
の
み
ご
連
絡
し
ま
す
）

◎
お
問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課
（
合
同
庁
舎
３
階
）

（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
１
）

勤
務
内
容
に
つ
い
て
は

藍
寿
苑
（
蕁
６
９
２
・
５
１
６
６
）

保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
６
９
２
・
８
６
５
８
）

★
１５
年
度
中
に
登
録
し
て
い
る
方
も
１６
年
度
は

新
た
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

《
一
般
職
員
》

事
務
員
、
調
理
員
、
清
掃
員
、
作
業
員
等

《
保
育
士
・
教
諭
》

勤
務
先
　
町
立
保
育
所
、
幼
稚
園
、
児
童
館

資
　
格
　
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

免
許
を
有
す
る
者

《
介
護
員
・
介
助
員
・
看
護
師
》

勤
務
先
　
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
藍
寿

苑
」
他

資
　
格
　
看
護
師
に
つ
い
て
は
看
護
師
免
許
ま

た
は
准
看
護
師
免
許
を
有
す
る
者

《
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
》

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
各
種
健
康
診

査
や
予
防
接
種
等
に
従
事
し
ま
す
。

（
パ
ー
ト
勤
務
）

資
　
格
　
看
護
師
に
つ
い
て
は
看
護
師
免
許
ま

た
は
准
看
護
師
免
許
を
有
す
る
者

職
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
、
登
録
者
の
中
か
ら
臨
時
的
に
採
用
し
ま
す
。
募
集
要
項
は
次
の
と

お
り
で
す
。

次
の
日
程
で
成
人
式
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

と
　
き

１
月
１１
日
豸

受
付
　
午
前
９
時
〜

式
典
　
午
前
１０
時
〜

と
こ
ろ

藍
住
町
町
民
会
館

※
記
念
撮
影
は
式
典
終
了
後
に
行
い
ま
す
。

※
住
民
票
が
他
市
町
村
に
あ
っ
て
も
、
藍
住
町

で
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
会
場
周

辺
は
左
図
の
蜥
の
と
お
り
一
方
通
行
と
な
り
ま

す
。お

車
の
駐
車
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
・
町

合
同
庁
舎
お
よ
び
藍
住
中
学
校
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・
お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
（
蕁
６
３
７
・
３
１
２
８
）

町の掲示板 

女
性
の
た
め
の
相
談
日

お
と
な
へ
の
第
１
歩

成
人
式
の
ご
案
内

会場位置図 
N

藍 住 中 学 校 

図 書 館  駐車場 

合
同
庁
舎 

阿波 
銀行 

福祉福祉 
　センター 
町民会館会館 

福祉 
　センター 
町民会館 

町民 
プール 
町民 
プール 

婦人
セン
ター
 

送迎
車

送迎
車の
み進
入可進入
可 

送迎
車の
み進
入可
 

正 法 寺 川 

（通
行止通行
止）
 

（通
行止
） 

み
ど
り
の
広
場
広
場 

み
ど
り
の
広
場 

商
工
会 

商
工
会 

平
成
１６
年
度
藍
住
町
臨
時
職
員
の
登
録
者
を
募
集

県地方労働委員会では、賃金の支払

いや解雇、配置転換・出向など、個々

の労働者と使用者の間の労働条件等に

関する紛争を解決するため、「労働相

談」と「あっせん」を実施しておりま

す。お気軽にご利用ください。

【対象】

県内事業所の労・使いずれも利用

できます。

【あっせん員】

公益側（大学教授・弁護士など）、

労働者側（労働者団体役員など）、

使用者側（会社経営者・使用者団

体役員など）の三者で構成します。

○くわしくは、県地方労働委員会

（蕁６２１・３２３４）へ

労 働 相 談
あ っ せ ん を開始
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藍
住
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

健
康
づ
く
り
の
会
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」

「
親
子
ピ
ザ
づ
く
り
教
室
」

１１
月
１６
日
に
「
親
子
ピ
ザ
づ
く
り
教
室
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
親
子
１１

組
、
総
数
２９
名
の
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
「
健
康
日
本
２１
」
栄
養
・
食

生
活
分
野
で
は
、
２
０
１
０
年
ま
で
の
目
標

と
し
て
、
食
塩
１
日
あ
た
り
の
摂
取
量
を
１０

ｇ
未
満
と
す
る
こ
と
や
栄
養
成
分
表
示
は
食

品
の
栄
養
に
関
す
る
情
報
源
で
あ
り
、
ぜ
ひ

目
を
通
す
こ
と
。
ま
た
、ナ
ト
リ
ウ
ム（
裼
）×

２．
５４
＝
食
塩
（
裼
）
で
、
食
塩
相
当
量
を
割

り
出
す
こ
と
が
出
来
る
こ
と
な
ど
を
伝
達
し

ま
し
た
。

今
回
の
「
親
子
ピ
ザ
づ
く
り
教
室
」
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め
て
ピ
ザ
を
作
る
と
い

う
こ
と
で
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
横
手
さ
ん

の
説
明
を
皆
さ
ん
熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
生
地
作
り
で
は
、
子
ど
も
た
ち
全
員

が
参
加
し
て
、
一
生
懸
命
こ
ね
て
い
ま
し
た
。

「
気
持
ち
い
い
。」
と
い
う
声
も
上
が
り
、
子

ど
も
た
ち
に
は
結
構
好
評
で
し
た
。
ト
ッ
ピ

ン
グ
の
準
備
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
上
手
に

包
丁
を
使
い
、
野
菜
や
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
切
り

ま
し
た
。
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
『
カ
ニ
さ
ん
』
に

切
っ
て
い
た
お
子
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
生
地

の
成
形
で
は
、
四
角
・
丸
・
だ
円
に
の
ば
し

『
ハ
ー
ト
型
』
に
の
ば
し
て
い
る
お
子
さ
ん
も

い
ま
し
た
。
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
も
生
地
の
端
に

沿
っ
て
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
円
を
描
く
よ
う
に
置

い
て
い
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
も
い
て
、『
カ
ニ

さ
ん
』
ウ
イ
ン
ナ
ー
、『
ハ
ー
ト
型
』
生
地
、

ト
ッ
ピ
ン
グ
に
も
、
子
ど
も
た
ち
の
創
意
工

夫
の
努
力
が
あ
り
、
私
た
ち
大
人
と
は
ひ
と

味
違
っ
た
視
点
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
男
の
子
が
「
僕
、

洗
い
物
得
意
だ
よ
。」
と
言
っ
て
、
食
器
の
準

備
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
ピ
ザ
作
り
の
手
順
に
沿
っ
て
、
各
自
が
キ

ビ
キ
ビ
と
動
き
、
楽
し
ん
で
調
理
を
し
て
い

ま
し
た
。

焼
き
上
が
っ
た
ピ
ザ
の
試
食
で
は
、
シ
ー

チ
キ
ン
・
玉
ね
ぎ
・
ピ
ー
マ
ン
等
具
が
た
く

さ
ん
の
っ
て
い
ま
し
た
が
臭
み
も
な
く
、
子

ど
も
た
ち
も
美
味
し
い
と
言
っ
て
食
べ
て
く

れ
ま
し
た
。
野
菜
嫌
い
な
子
ど
も
が
増
え
て

い
る
昨
今
、
美
味
し
い
と
言
っ
て
残
さ
ず
食

べ
て
く
れ
た
の
で
、
調
理
の
仕
方
に
よ
っ
て
、

野
菜
嫌
い
を
少
し
で
も
な
く
す
こ
と
が
出
来

る
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
皆
さ
ん
の
感
想
を
聞
く
と
「
以
外

に
簡
単
だ
っ
た
。
家
で
も
作
っ
て
み
よ
う
。

美
味
し
か
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
。
生
地
が
ぷ

よ
ぷ
よ
し
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
。」
等
、
皆
さ

ん
に
ご
好
評
い
た
だ
い
た
の
で
、
主
催
い
た

し
ま
し
た
方
も
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
教
室
を
主
催
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ま
た
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ま
だ
参
加
さ
れ
た
こ
と
の

な
い
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
作
り
方
》

①
ピ
ー
マ
ン
は
へ
た
を
取
り
、
乱
切
り
。
ね

ぎ
は
斜
め
切
り
。
し
ょ
う
が
は
せ
ん
切
り
。

し
め
じ
は
根
元
を
切
り
落
と
し
て
小
房
に
分

け
る

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油
を
熱
し
、
ひ
き
肉

を
よ
く
炒
め
る
。

ひ
き
肉
が
ポ
ロ
ポ
ロ
に
な
っ
て
き
た
ら
、

ね
ぎ
、
し
め
じ
、
ピ
ー
マ
ン
の
順
に
加
え
て

炒
め
、
Ａ
を
加
え
て
炒
め
合
わ
せ
る
。

ピ
ー
マ
ン
は
、
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
類
を
す

べ
て
含
ん
で
い
て
、
特
に
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
と
Ｃ

が
豊
富
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、

鉄
分
な
ど
も
多
く
、
上
手
に
利
用
し
て
ほ
し

い
野
菜
で
す
。

鶏ひき肉 

ピーマン 

ねぎ 

しょうが薄切り 

しめじ 

みそ 

湯 

A  さとう 

酒 

ごま油 

160ｇ 

6個 

10cm 

4枚 

2パック 

大さじ2・2/3 

小さじ2 

大さじ1・1/3 

大さじ1・1/3 

大さじ1・1/3

エネルギー 

タンパク質 

脂質 

カルシウム 

塩分 

163kcal 

11.7g 

8.4g 

27mg 

1.6ｇ 

材料（4人分目安量） 

1人分の栄養価 

★
お
す
す
め
の
１
品
料
理

ピ
ー
マ
ン
と
き
の
こ
の

鶏
み
そ
炒
め

高齢者のみなさまが、元気でいきいきと毎日を送れますよう、身近
な老人憩の家で開催します。お気軽にご参加ください。
１２月１５日（月）午前９時３０分～１１時３０分　江ノ口老人ルーム
１２月２５日（木）午前９時３０分～１１時３０分　住吉老人憩の家
１２月２５日（木）午後１時３０分～ ３時３０分　富吉老人憩の家
１月 ９日（金）午前９時３０分～１１時３０分　奥野老人憩の家
１月 ９日（金）午後１時３０分～ ３時３０分　東中富老人憩の家

内　容 血圧測定など健康相談、健康体操、お話やレクレーション
※１２月は年忘れ会

お問い合わせ 基幹型在宅介護支援センター（蕁６３７・３１６７）

い き い き サ ロ ン

今
月
の

納
税

今
月
の

納
税

１２
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
５
期
）
の
納
付
月

で
す
。

納
期
限
は
、
１２
月
２５
日
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で
に
口

座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

税
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
７
）

（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
８
）
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ウ
ィ
ン
タ
ー
・
ブ
ル
ー
「
冬
季
気
分
障
害
」
 

寒
く
な
っ
て
く
る
と
、
外
に
出
る
の
が
お
っ

く
う
に
な
っ
た
り
、
憂
う
つ
に
な
っ
た
り
。
な

か
に
は
、
気
分
が
ど
っ
と
落
ち
込
ん
で
日
常
生

活
に
差
し
支
え
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
こ
れ

は
う
つ
病
の
一
種
で
、
あ
る
特
定
の
季
節
に
だ

け
、
う
つ
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の

で
す
。

あ
る
調
査
に
よ
る
と
、程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

大
体
１０
人
に
１
人
が
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
ブ
ル
ー
と

い
わ
れ
て
お
り
、
２０
〜
３０
歳
代
に
多
く
、
男
性

よ
り
女
性
が
２
倍
近
く
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。次

の
よ
う
な
特
徴
的
な
症
状
が
み
ら
れ
る
こ

と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

●
気
持
ち
の
変
化
と
行
動
の
変
化

い
つ
も
気
分
が
沈
ん
で
、
考
え
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
ま
な
く
な
る
。
普
段
は
問
題
な
く
で
き
る

よ
う
な
動
作
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
、
積

極
的
に
何
か
を
す
る
の
も
い
や
に
な
る
た
め
、

家
事
を
し
た
く
な
い
、仕
事
で
ミ
ス
が
増
え
る
、

成
績
が
下
が
る
と
い
っ
た
こ
と
に
悩
む
。

●
睡
眠
時
間
が
長
く
な
る

他
の
季
節
に
比
べ
て
、
冬
の
睡
眠
時
間
が
明

ら
か
に
長
く
な
る
。
し
か
し
、
眠
り
が
浅
く
な

っ
て
熟
眠
感
が
な
い
。

●
た
く
さ
ん
食
べ
る

食
欲
が
高
ま
り
、
特
に
ご
飯
や
う
ど
ん
と
い

っ
た
炭
水
化
物
や
甘
い
も
の
（
糖
分
）
を
多
く

と
る
よ
う
に
な
る
。
太
る
人
も
多
い
。

ウ
ィ
ン
タ
ー
・
ブ
ル
ー
の
対
処
法
は
、
光
を

浴
び
る
「
光
療
法
」
が
効
果
的
と
分
か
っ
て
い

ま
す
。
十
分
な
光
を
浴
び
れ
ば
７０
〜
８０
％
の
人

は
よ
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
冬
の
晴
れ

た
日
な
ら
、
３０
分
ほ
ど
日
光
の
下
で
過
ご
す
だ

け
で
十
分
で
す
。
症
状
の
軽
い
人
な
ら
、
窓
際

に
机
を
移
動
す
る
・
照
明
を
増
や
す
・
周
囲
の

色
調
を
明
る
く
す
る
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
光
過
敏
症
の
人
な
ど
、
光
療
法

が
向
か
な
い
人
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合

は
、
抗
う
つ
薬
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
冬
は
苦
手
と
い
う
方
は
、
ま
ず
は
晴
れ
た

日
に
の
ん
び
り
と
散
歩
で
も
始
め
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
季
節
に
関
係
な
く
、
何
ら
か
の
ス
ト

レ
ス
か
ら
う
つ
病
を
発
症
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え

て
い
ま
す
。「
気
分
が
重
く
沈
み
込
む
」、「
何

を
や
っ
て
も
楽
し
く
な
い
」
と
い
う
症
状
が
２

週
間
以
上
続
く
場
合
は
、
う
つ
病
が
疑
わ
れ
ま

す
か
ら
早
め
に
医
療
機
関
（
精
神
神
経
科
）
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

★
こ
ん
な
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

通
院
医
療
公
費
負
担
制
度

精
神
疾
患
の
治
療
は
長
期
に
わ
た
る
こ
と

が
多
く
、
医
療
費
も
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

精
神
科
の
通
院
に
必
要
な
医
療
費
に
つ
い
て

医
療
保
険
と
都
道
府
県
で
９５
％
を
負
担
す
る

制
度
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
自
己
負
担
は
５
％

と
な
り
ま
す
。
申
請
の
窓
口
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
す
。
制
度
に
適
用
す
る
疾
患
か
ど
う

か
は
、
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

教育委員会では、幼稚園への入園該当児がいるご

家庭に入園願書を送付しています。

入園を希望される方は、次のとおり願書受付を行い

ますので必要事項を記入のうえ、提出してください。

受付期間 １月１４日貉・１５日貅・１６日貊

午後２時～４時

受付場所 各入園幼稚園

該 当 児 平成１１年４月２日～平成１２年４月１日

に生まれた幼児

なお、願書は１２月２０日頃に送付する予定です。

１２月中に願書が届いていない家庭や平成１５年１２

月１日以降に転入・転居した家庭で入園を希望され

る方は、教育委員会（蕁６３７・３１２８）までご連絡

ください。

幼 稚 園 入 園 案 内

町内には、中央保育所、東保育所、西保育所の３保育所

があります。

３保育所とも乳児から３歳児までの保育を実施していま

す。保育時間は午前７時３０分から午後６時までとなってい

ますが、ご希望により、午後７時までの延長保育が可能で

す。

受付期間 １２月２４日貉・２５日貅 午前９時～午後５時

受付場所 入所を希望する保育所

対象児童

町内に在住し、住民基本台帳に登録または外国人登録さ

れている家庭で、保護者の仕事や家庭の事情で保育に欠け

る乳児及び満３歳までの児童。

提出書類

１　入所申込書

２　保育に欠ける証明書（就労等証明書・医師の証明書等）

３　税関係書類（平成１５年分源泉徴収票〈写し可〉）

なお、申込に必要な入所申込書及び就労等証明書は、３

保育所及び役場福祉課にあります。

詳しくは、役場福祉課（蕁６３７・３１１４）までお問い合

わせください。

平成16年度保育所入所申込受付



2003  December 15 No.70613

対 象 者 町内在住で藍染の初心者
内　　容 初心者を対象に簡単に楽しめる藍染

めを基礎から講習します。
時　　期

１班（土曜日）
１月１０日、１７日、２４日、３１日、
２月７日、１４日

２班（水曜日）
１月７日、１４日、２１日、２８日、
２月４日、１８日
午後１時３０分～午後３時３０分

定　　員 各班１０名（先着順に受付）
受 講 料 無料（材料費は自己負担）
申込期間 １２月１５日～１７日

（火曜日を除く）
午前９時～午後５時

申 込 先 藍の館（蕁６９２・６３１７）

思春期・青年期（１８～３０歳代）の、ひきこもり等の問題をお
持ちの方やそのご家族を対象に専門のスタッフが相談を行ってい
ます。
日　　程 １２月２６日貊・１月２３日貊・２月２７日貊
場　　所 徳島保健所（徳島市新蔵町３丁目）
相談内容 ・部屋に閉じこもっている

・対人関係がとれない
・家でひきこもっており、社会生活ができない
・暴力をふるう　　　など

※不登校をきっかけに長期のひきこもりにいたってしまう場合が
多いようです。早めの対応が肝心です。まずは相談してみまし
ょう。

スタッフ 精神科医師、子どもソーシャルパートナー、
保健師　など

申　　込 予約制
（相談日の３日前までに電話でお申し込みください）
費用は無料です

申 込 先 徳島保健所（蕁６５２・５１５１ 内線１４１）

ひきこもり等個別相談のご案内初心者のための藍染め講習会
受講生募集

親子会連合会恒例のじゃが芋収穫祭を次のとおり
実施しますので、ふるってご参加ください。
日　時 １２月２１日豸 午前９時～

（雨天の場合、２３日貂 午前９時～）
場　所 親子会連合会体験農場

（近藤外科内科の斜め前）
対　象 町内小学校児童
参加費 会員は無料

会員以外の幼児・児童は１００円
主　催 藍住町親子会連合会
お問い合わせ 教育委員会（蕁６３７・３１２８）

目　　的 高齢者の雇用機会の確保と技能習得のため
受 講 日 １月１３日貂～２６日豺の１０日間
場　　所 譖藍住町シルバー人材センター　藍住町奧野字矢上前３２－１
受講資格 藍住町在住で概ね６０歳以上の男女
内　　容 襖・障子張り替え技術講習
定　　員 ２０名（ただし申込み多数の場合は抽選により決定します）
受 講 料 無料
受　　付 １２月１５日豺～２６日貊
申込み・お問い合わせ 譖藍住町シルバー人材センター（蕁６９２・１８３０）

じゃが芋収穫祭

技能講習受講生募集

クリスマスケーキ・おもちつきについて
日　時 １２月２１日豸 午前９時３０分～
場　所 勤労女性センター
対　象 町内の母子父子家庭の方
参加費 ５００円
準備するもの 三角きん・エプロン
申込先 藍住町社会福祉協議会（蕁６９２・９９５１）
※会員以外の方もお子さま連れでご参加ください。
※昼食は用意いたします。

母子福祉ふたば会



初心者を対象にした、ワードＸＰとエクセルＸＰ講座を
開設します。
受講資格 町内在住及び在勤者で２０歳以上の方

（但し学生を除く）
受講期間 １月～３月（全１２回講座）
ワード入門講座（毎週水曜日 午後８時～９時３０分）

（毎週金曜日 午後８時～９時３０分）
エクセル入門講座（毎週木曜日 午後８時～９時３０分）

内　　容 基礎講座共通
ウインドウズの基本操作（基本のマウス操作か
ら実施します）文字の入力・印刷
ワード基礎講座　文章の作成等　
エクセル基礎講座　表計算等

定　　員 各１０名
受 講 料 ９,６００円
教 材 費 入門講座テキスト・フロッピー代（２,０００円）
受講場所 藍住町コミュニティセンター 町民情報プラザ
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“ワード＆エクセル”講座
中高年の方を対象にワープロソフト“ワード”講座を募

集します。
受講資格 町内在住及び在勤者で５０歳以上の方
受講期間 １月～３月（２０回講座）

毎週月・木曜日 午後１時３０分～３時
毎週水・金曜日 午後１時３０分～３時
（祝日及び休館日は休講となります。）

内　　容 ウインドウズの基本操作
（基本のマウス操作から実施します）
文章の作成、印刷、書式変更、罫線をつかった
表の作成など。

定　　員 各１０名
受 講 料 １５,０００円
教 材 費 テキスト・フロッピー代等（２,０００円程度）
受講場所 藍住町コミュニティセンター 町民情報プラザ

“中・高年対象ワード”講座

〈
新
刊
案
内
〉

■
一
般
書

○
北
朝
鮮
崩
壊
へ
の
シ
ナ
リ
オ

（
黄
長
　
著
・
河
出
書
房
新
社
）

○
図
説
・
明
治
の
群
像
２
９
６
　
決
定
版

（
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
人
物
デ
ー
タ
ー
フ
ァ
イ
ル
）

（
学
習
研
究
社
）

○
車
が
輝
い
て
い
た
時
代

（
富
岡
畦
草
記
録
写
真
集
）

（
富
岡
畦
草
著
・
日
本
カ
メ
ラ
社
）

○
草
笛
の
音
次
郎
（
山
本
一
力
著
・
文
藝
春
秋
）

○
近
藤
勇

（
童
門
冬
二
・
潮
出
版
社
）

■
児
童
書

○
そ
の
ま
ま
の
キ
ミ
が
す
き

（
木
村
裕
一
著
・
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

○
ト
ー
マ
ス
と
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
（
き
か
ん

し
ゃ
ト
ー
マ
ス
と
な
か
ま
た
ち
）

（
ウ
ィ
ル
バ
ー
ト
・
オ
ー
ド
リ
ー
著
・
ポ
プ
ラ
社
）

○
道
具
の
使
い
方
が
よ
く
わ
か
る
工
作
の
コ
ツ

絵
事
典

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

○
で
ん
き
お
ば
け
し
ん
が
た

（
矢
玉
四
郎
著
・
岩
崎
書
店
）

○
ア
フ
リ
カ
な
い
し
ょ
だ
け
ど
ほ
ん
と
だ
よ

（
竹
下
文
子
著
・
ポ
プ
ラ
社
）

※
こ
の
他
に
も
多
数
の
新
刊
本
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
立
図
書
館 

和
紙
ち
ぎ
り
絵
展

日
　
時

１２
月
２１
日
豸
ま
で

場
　
所

図
書
館
開
架
室

入
場
料

無
料

（
藍
住
町
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
「
和
紙
ち
ぎ
り
絵

教
室
」の
皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。）

犬・ねこを愛するみなさんへ犬・ねこを愛するみなさんへ 犬・ねこを愛するみなさんへ犬・ねこを愛するみなさんへ 犬・ねこを愛するみなさんへ 
－ルールとマナーを守りましょう－ 

●犬はつないで飼いましょう 
　犬の放し飼いは、人に危害を加えたり、野犬繁殖の原因となります。 

●捨て犬・捨てねこは絶対にやめましょう 
　捨てられた犬やねこは、のら犬やのらねことなり、社会に対し大きな迷惑となってい
ます。 

●犬の運動・散歩時に必ずフンの始末をしましょう 
　公園や道路などの公共の場所や他人の敷地内をフンで汚さないように、必ず袋等を持
参して後始末をしましょう。 

申込期間 １２月１５豺～１２月２１豸 午前９時～午後５時
申込場所 教育委員会・コミュニティセンター事務所

※電話で受け付けています　※土曜日・日曜日・祭日も、コミュニティセンターにて受付します
※定員を超過した場合は、初めての方を優先的に抽選します

抽 選 日 １２月２２豺�午前１０時～
抽選場所 藍住町コミュニティセンター研修室　※受講決定者のみ文書にて、１２月２５貅までに通知いたします。
お問い合わせ 教育委員会（蕁６３７・３１２８） 藍住町コミュニティセンター（蕁６３７・３１３０）



個人戦

男子の部
優　勝　秋月　均詞
準優勝　後藤　　健
第３位　岸田　穣二・河口　明義

女子の部
優　勝　岸田　春美
準優勝　吉田　民子
第３位　高橋　京子・国岡　裕美

小学生の部
優　勝　大塚　悠嘉
準優勝　窪　　祐樹
第３位　西浦　悠太・阿部　由花

ダブルス

１部　優　勝　大塚　悠嘉・野口　章一
準優勝　秋月　均詞・田村　照人
第３位　光田　晃久・河口　明義

２部　優　勝　国岡　裕美・吉田　宏路
準優勝　横手　末男・鳥羽　秀明
第３位　吉田　民子・奥村みづほ

３部　優　勝　阿部　詩織・楠川　陽子
準優勝　樫原　壮史・住忠　智哉
第３位　阿部　由花・楠川　愛子

４部　優　勝　窪　　叡智・大島　　萌
準優勝　大島　　茜・窪　　祐樹
第３位　原田　捺稀・宮本　晴香

いつでも、どこでも、だれにでもできるスポー

ツ・レクリエーションを通じて、多くの人々との

交流を深め、生涯にわたりスポーツを楽しむこと

を目的としたスポーツフェスティバルが、藍住中

学校グラウンドを中心に開催されました。

９月２７日～２８日にかけて行われたチャリティ

ソフトボールをかわきりに１０月２６日には、ソフ

トバレーボール・グラウンドゴルフなど１６種目の

ニュースポーツに約１４００人が参加し、子どもか

ら高齢者まで世代を超えた交流が図られ、親睦を

深めました。

１１月８日貍土成町緑の丘スポーツ公園周辺コース（７区間

２４Ｋｍ）において板野郡町対抗駅伝大会が開催されました。

前年度優勝の藍住町は、各選手が練習の成果をいかんなく発

揮し、序盤から安定した走で２連覇を達成しました。

１区　坂東秀宣（関西大学）

２区　佐竹宏紀（藍住中学校）

３区　柳川英樹（徳島教育航空群）

４区　瀬部貴史（藍住東中学校）

５区　石川佑子（徳島北高校）

６区　三木裕哉（徳島東工業）

７区　喜田康稔（徳島東工業）

オープン　石部竜太（藍住中学校） 小倉慎司（藍住中学校）

区間賞

２区　佐竹宏紀

３区　柳川英樹

４区　瀬部貴史

５区　石川佑子
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第9回藍住町
スポーツフェスティバル

第40回板野郡町対抗駅伝大会
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代
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長
江
　
規
子

期　日　１１月１６日豸 場　所　体育センター（勤労者体育センター）

第30回藍住町新人卓球大会

結　　　　果

広報あいずみ 毎月15日新聞折り込みで
A I テ レ ビ 1日6回（AIタウン情報）
町政だより 毎月第1・3木曜日徳島新聞に掲載

ホームページ URL  http://www.town.aizumi.tokushima.jp
E-mail  aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

フレッシュタウン　毎月第1・3木曜日　午前9時40分頃～
（ ラ ジ オ ） エフエム徳島80・7メガヘルツ

ま ち の 情 報 は
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現在、藍住町では、生涯スポーツの一環として、親子で一緒に体を動かしスポーツの楽しさを体験すると共に親子のふ

れあいを目的とした3歳児親子スポーツ教室を開催しています。開講して4年目を迎えたこの教室ですが、毎年たくさん

の3歳の子供達と関わって、純粋な心と無限の能力、可能性が小さな体から溢れているように感じます。そんな子供の能

力を引き出すためには、いろんな体験が必要です。

幼児期における運動は、日常生活のあらゆる活動の基礎となるものです。子供の発達状態を知り、発達段階に即した適

切な指導を目指し、子供の持つ能力を効果的に伸ばしていきたいと考えています。

運動能力の要素は、運動を起こす力（筋力）、運動を維持する力（持久力）、運動をまとめる力（調整力）の3つに分け

られますが、運動能力を高めるためには、これらの働きに関係する身体の諸機能（筋肉、神経、呼吸器、循環器など）が

協応して働くことが大切になってきます。

また、幼児が一つの運動技能を獲得するためには、単に体型や運動能力などの身体的条件だけではなく、決断力や注意

力、最後まで頑張る粘り強さなど精神的な側面にも深く関連しているのです。

現在の子供達が昔の子供に比べて運動能力が落ちているというデーターもありますが、身体的機能は誰しも共通してい

て、違っているのは子供達の生活環境ではないでしょうか。

蘆高度経済成長　・・・物的豊かさ、物を大切にしない飽食、肥満

蘆核家族、少子化・・・わがまま、甘やかし

蘆遊び環境の変化・・・運動不足、友だち不足、社会性欠如、作って遊ぶ玩具の減少

と子供を取り巻く環境が変化し、その中で子供にもストレスを与えてしまっているように思います。

広い体育館の中で、お母さんやお父さんがいてくれる安心感の中で思いっきり走り回り、ときには、友だちとケンカも

しながら、大きな声を出して笑いあう子供達を見ていると良い環境を与えていくのは私たち大人の役割であるように感じ

ます。

また、同じ年代の子供を持つお母さん同士も、仲間づくりが出来る良い機会ではないでしょうか。少子化、核家族で悩

み事のあるお母さんも子供と一緒にいろんな活動に参加して楽しい時間を過ごして頂けたら・・と願います。

藍住町教育委員会　社会体育指導員　川口　貴子

乳幼児の発育と運動 No.7

～3歳児親子スポーツ教室に関わって～

あらすじ 愛くるしいカナリアのトゥイーティーと、いたずら猫のシルベスターの

愉快な知恵比べ。今回は、「トゥイーティーSOS」、「わうい猫たん」ほ

か10エピソードを放映。

声の出演：こおろぎさとみ、江原正士。

と 　 き 12月20日貍 午後2時～　上映時間67分

と こ ろ 町合同庁舎4階町民シアター

入 場 料 無料（整理券等は必要ありません）

※シアター内での飲食・喫煙は禁止です。

※喫煙は指定の場所でお願いします。

お問い合わせ 町コミュニティセンター（蕁637・3130）

町 教 育 委 員 会（蕁637・3128）

「アイ・ラブ・トゥイーティー」（吹替版）

町民シアター ビデオ上映会

退職金の準備は万全ですか？

中退共は中小企業で働く従業

員のための退職金制度です。

安全・確実・有利な中退共制

度をぜひご利用ください。

制度の特色は

◆適格退職年金制度からの移行

先です。

◆掛金の一部を国が助成します。

◆パートタイマーの方も加入で

きます。

◆掛金は税法上、金額非課税に

なります。

中退共で退職金を
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●おくやみ申し上げます 平成15年11月1日～ 
　　　11月30日届出分 

平成15年11月1日～11月30日届出分 

子の氏名・性別 
父母の名・住所 

（平成15年11月末現在） 

人　　口 
男 
女 

65歳以上 
15歳未満 
世帯総数 
平均年齢 

31,911人 
15,437人 
16,474人 
4,178人 
5,341人 
10,908戸 

（＋34） 
（＋11） 
（＋23） 
（＋9） 
（－11） 
（＋15） 
38.57歳 

前月比 

人 の 動 き 

中　西　　　清 86歳 徳命字名田 

福　永　富美雄 75歳 富吉字須崎 

近　藤　イ　シ 97歳 勝瑞字西勝地 

森　　　秋　義 76歳 住吉字藤ノ木 

楠　本　勝　子 56歳 東中富字龍池傍示 

井　上　勝　義 77歳 矢上字西 

福　井　國　男 80歳 徳命字元村東 

岡　　　忠　義 65歳 徳命字新居須 

白　神　淨　子 96歳 富吉字穂実 

伊　坂　マツヱ 92歳 住吉字逆藤 

丸橋　未夢（みゆ）　　　女 
　博司・美枝　　　　徳命字元村東 

山田　菜月（なづき）　　女 
　芳久・倫子　　　　勝瑞字西勝地 

月岡　玖愛（くれあ）　　女 
　祐次・寿恵　　　　乙瀬字中田 

笹川　拳慎（けんしん）　男 
　武・理恵子　　　　笠木字中野 

仲間　　悠（ゆう）　　　男 
　勲・真紀　　　　　住吉字神蔵 

漆原　琴美（ことみ）　　女 
　景司・千春　　　　矢上字川向 

北野　花楓（かえで）　　女 
　寛敏・友実子　　　東中富字鑓場傍示 

廣島　稜也（りょうや）　男 
　昌昭・里美　　　　乙瀬字青木 

遠藤　愛深（まなみ）　　女 
　弘也・由美子　　　東中富字権現傍示 

坂本　雄輝（ゆうき）　　男 
　道彦・弥生　　　　東中富字長江傍示 

米田　芽生（めい）　　　女 
　光宏・沙緒里　　　東中富字敷地傍示 

坂口　みずき（みずき）　女 
　誠・美沙代　　　　勝瑞字成長 

今井　美里（みさと）　　女 
　良典・仁美　　　　笠木字東野 

坂　　虎琉（たける）　　男 
　国彰・一恵　　　　富吉字大向 

小礒　有莉（ゆり）　　　女 
　正嗣・京子　　　　富吉字豊吉 

橋本　亜己（あみ）　　　女 
　俊二・有可　　　　徳命字前須西 

友川　愛美（まなみ）　　女 
　裕史・弘美　　　　乙瀬字出来地 

佐藤　綾起（りょうき）　男 
　文昭・由布子　　　勝瑞字西勝地 

岸本　紗弥（さや）　　　女 
　健志・恵美子　　　東中富字東傍示 

國原　美涼（みすず）　　女 
　勝寿・弓子　　　　住吉字乾 

重本　琉唯（るい）　　　男 
　祐介・文子　　　　乙瀬字中田 

岩瀬　操紀（とき）　　　男 
　泰功・真理　　　　富吉字豊吉 

吉田　美樹（みき）　　　女 
　正・美佐枝　　　　奥野字和田 

宮本　純成（じゅんせい）男 
　康史・奈津代　　　勝瑞字東勝地 

梅津　慶次郎（けいじろう）男 
　勤・明美　　　　　住吉字若宮 

役場窓口業務 
戸籍関係の届出（出生・死亡等）
は当直者が受け付けます。 

自動交付機 
住民票・印鑑証明 

勤労女性センター 
勤労青少年ホーム 

し尿の取扱い 

町立図書館 

仕事おさめ 

役　場　業　務 

救急当番医のお知らせ 
　年末年始の救急当番医については、板野東部消防署本部へ
お問い合わせください。 
◎期　間　12月29日豺～1月3日貍 
◎連絡先　板野東部消防　本部（蕁699・4211） 

年 末 年 始 の お 知 ら せ 

仕事はじめ 

12月26日貊 1月5日豺 

12月26日貊 1月5日豺 

12月26日貊 1月5日豺 

12月27日貍 1月5日豺 

12月27日貍 1月6日貂 

12月27日貍 1月6日貂 

12月28日豸 
午後10時まで 

1月4日豸 
午前8時30分から 

南地区 
12月29日豺 

南地区 
1月5日豺 

北地区 
12月30日貂 

北地区 
1月6日貂 

藍の館 
コミュニティセンター 

町民体育館 
体育センター 

ゴミの収集 
※いずれも燃やせるゴミにつ
いてのお知らせです。その他に
ついては「ゴミ収集カレンダー」
をご覧ください。 

放送大学は、いつでも、どこでも、だれでもが学べる文
部科学省・総務省所管の正規の大学です。フレキシブルな
学習システムが魅力です！大学院を新設し、学生を受け入
れています。
◎募集学生
教養学部（全科生・選科生・科目生）
大学院（修士科目生）
☆在職在宅のままテレビ・ラジオを視聴しマイペースで学
習できます。

☆学費が安く、入学試験もありません。
☆学部３００、大学院約７０の科目を開設、１科目からでも
学べます。

☆土曜・日曜も開所しています。
☆大学卒業資格がとれます。
☆認定心理士・学芸員・司書等の資格、各種国家試験受験
資格取得・一次試験免除に必要な単位の一部またはすべ
てを修得できます。

☆短大・一定の基準を満たす専門学校等卒業者は学部３年
次に編入可能。
応募方法、学費等詳しいことは学習センターに問い合わ

せてください。
◎平成16年4月入学願書受付 平成１６年２月２９日豸まで
◎資料請求・お問い合わせ
放送大学徳島学習センター（土・日も開所）
徳島市南常三島町２－１徳島大学工学部内

（蕁６０２・０１５１）

「放送大学」4月入学生募集
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藍住真導スポーツ少年団

団体戦28連覇達成！

１０月２６日、第２９回徳島県少年柔道大
会が鳴門市運動公園武道館で行われ、団体
戦２８連覇を達成することができました。
今後も選手一丸となって優勝を目指し頑張
っていこうと思います。
団体の部
長谷川綾一（西小３年）・古川　堅也（北小５年）
大久保将人（南小５年）・井上　　樹（北小６年）
朝日　誠二（北小６年）

個人の部
３　位　黒田錦士郎（南井上小１年）
準優勝　田北健太郎（南小２年）
優　勝　長谷川綾一（西小３年）
準優勝　長谷川絢香（西小５年）
優　勝　古川　堅也（北小５年）

エンジェル

１１月１６日豸、日和佐ジュニアオープンバドミントン大会が日和佐町
総合体育館にて開催されました。
６年男子シングル　優　勝　金森　優太
６年ダブルス　　　準優勝　金森　優太・佐々木遥香
５年以下（女子）ダブルス　３位　土橋　美保・金森　　望
４年以下（女子）ダブルス　３位　坂東　由奈・三好映理香
４年以下（男子）ダブルス　３位　木村　友輔・折部　雄太
日頃の練習の成果が実り、輝かしい成績をおさめることができました。

藍住南FC（サッカー）

１１月１日、２日に行われ
た、第１回板野郡ジュニア杯
（４年生の部）において、藍
住南ＦＣが見事優勝に輝きま
した。初戦から決勝戦まです
べて接戦の苦しい戦いでした
が、念願の金メダルを目指し
チーム一丸となり持っている力以上のものを出してくれました。
目標の板野郡一を達成し、次は県下一を目指して今後なお一層の
努力をしていこうと誓い合いました。

藍住南タイガース優勝
第２１回徳島県選抜少年野球新人鳴門大会が県内４５チーム参加の

なか11月３日から１５日に開催され、投打共にバランスのとれた藍
住南タイガースが圧倒的強さで優勝しました。

１回戦　藍住南１９－７児安ドラゴンズ

２回戦　藍住南 ５－３昭和スポーツ

３回戦　藍住南 ９－５黒崎スポーツ

４回戦　藍住南 ４－０加茂谷若鮎

準決勝　藍住南 ６－０林崎スポーツ

決　勝　藍住南 ５－１佐古スポーツ

平成15年度朝食アイデアコンクール

最優秀賞 たまごごはんおやき 市瀬雅貴（北小3年）
作り方
①スライスハムを１㎝角に切る。ボール
に卵、ごはん、ハム、かつおぶし、ち
りめんじゃこ、しょうゆを入れて混ぜ
合わせる。
②フライパンにサラダ油をしいて、①を
丸く薄めに焼く。
③焼き上がったら、青のりをふる。
④皿に盛り、レタス、ミニトマトを添える。

材料（4人分目安量）
ごはん　 茶碗4杯分
卵 8個
しょうゆ 少々
ちりめんじゃこ 大さじ8
スライスハム 4枚
かつおぶし 小2袋
青のり 少々
サラダ油 大さじ1
レタス 8枚
ミニトマト 12個
牛乳（４人分）
牛乳 800㏄

１人分の栄養価
エネルギー 533kcal
脂質 16.9裼
塩分 2.1裼

タンパク質 22.9裼
カルシウム 306褂

＊献立のいいところ、工夫したところ＊
簡単にでき、カルシウムがたっぷりとれるよ
うにした。


